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Ⅰ　ミドルリーダー研修（中堅教諭等資質向上研修）の概要 
 

１　研修の目的 

　　ミドルリーダー研修（中堅教諭等資質向上研修）〔幼稚園教諭・保育教諭〕（以下「ミドルリーダー研修」

とする）は、教育公務員特例法第２４条及び附則第６条の規定に基づき、個々の能力、適性等に応じて、

教育活動その他幼稚園等の運営において中核的な役割を果たすことが期待される中堅教諭等としての職務

を遂行する上で必要とされる資質・能力の向上を図るために実施する。 

 

２　受講対象者 

　　原則として、採用後１０年目の幼稚園教諭（幼稚園型認定こども園保育教諭を含む）、幼保連携型認定

こども園保育教諭 

 

３　研修の内容等 

　(1) 内容                                                                               

　　①　徳島県教育委員会は、ミドルリーダー研修受講者について、徳島県教育委員会又は市町教育委員会

の示す指標を踏まえて体系的にミドルリーダー研修を実施する。 

②　ミドルリーダー研修の研修の柱は次のとおりである。 

　ア 「素養」の育成を図る研修 

      イ 「保育力」に関する研修 

　　  ウ 「担任力」に関する研修 

　　　エ 「特別な配慮・支援」に関する研修 

オ 「ＩＣＴの利活用」に関する研修 

  (2) 研修の日数 

研修の日数は、次のとおりである。 

園外研修 園内研修

４．５日間 ７日間

　(3) 実施上の留意事項 

　　①　園長は、受講者の園務分掌等について、軽減を図るように努めるものとする。 

　　②　園長は、本研修が実効性のあるものとなるよう、計画的な幼稚園等の運営に努めなければならない。 

 　 ③　ミドルリーダー研修は、原則として当該年度中に終了するものとする。 

 

４　その他 

　(1) 受講者の決定等について  

　　①　事情により、当該教諭等の研修受講年度を次年度以降とすることについては、受講予定者本人、園

長及び市町教育委員会教育長等の意見を参考に徳島県教育委員会が判断する。 

    ②  国立園等の場合は、園長から直接徳島県教育委員会に所定の手続きをするものとする。 

　(2) 園外研修における欠席について 

　　①　やむを得ず欠席（遅刻・早退）する場合は、あらかじめ管理職（緊急の場合は本人）が担当者（徳

島県教育委員会義務教育課）まで電話連絡し、速やかに欠席届（ＰＤＦ形式）をメールに添付して提

出する。送付は、園代表メールアドレスもしくは管理職のメールアドレスから行う。欠席届の様式は、

Plantの該当研修のページ又は、総合教育センターのＷｅｂサイト（令和８年度研修講座一覧「とくし

ま教職員研修」３３ページを参照）からダウンロードできる。 

　　　　なお、公立幼稚園及び公立幼保連携型認定こども園においては、所管の市町教育委員会又は児童福

　　　祉担当部局へもメールに添付して送付する。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【送付先】徳島県教育委員会　義務教育課 

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　メールアドレス：gimukyouiku_1@g.tokushima-ec.ed.jp 
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　　②  欠席日数が多い場合には、徳島県教育委員会内に置く判定委員会の審議を経て、再受講を課すこと

がある。 

 

 

 

Ⅱ　園外研修 
 

１　園外研修の概要と日数 

　４．５日間の園外研修は、次の(1)～(3)からなる。 

　研修の日程については、別紙の「校外研修日程一覧表」に示す。  

  (1) 共通研修（１．５日間） 

　  　全ての受講者を対象に、次の日程・内容で行う。 

      ・共通研修(１) 　４月　６日（月）会場：総合教育センター（１日） 

                   　  (研修内容) 〇開講式、教育長訓話 

○講義「ミドルリーダーに必要な資質・能力」 

○講義「教職員の服務・規律」 

○講義「いじめの『未然防止』及び『早期発見・対応』に向けて」 

○講義「徳島型メンター制度Ⅱについて」 

○オリエンテーション 

      ・共通研修(２) １２月２５日（金）会場：総合教育センター（午後０．５日） 

                   　  (研修内容) 〇教育実践に関する共同研究会 

○講義「「『チーム学校』を構築するミドルリーダーの役割」 

○閉講式 

  (2) 保育専門研修（２日間） 

 月/日(曜) 講　座　名 研　　修　　内　　容 場　所

 
7/21(火)

 保育専門研修Ⅰ〈指導 講師の指導助言を受け、指導計画・指導
総合教育センター

 

 計画・指導案の作成〉 案の作成を行う。

  保育専門研修Ⅱ〈今日 今日的課題についての講義と演習を受講  

 
7/29(水)

 的課題解決のためのス するとともに、保育専門研修で作成した
総合教育センター

 キルアップ・模擬保育〉 指導案を基に模擬授業を行い、実践的指

 導力の向上を図る。

 

 １２月２５日（金）の共通研修(２)、７月２１日（火）・７月２９日（水）の保育専門研修Ⅰ・Ⅱ
 については、改めて研修案内の文書は発送しない。Plant又は徳島県保育・幼児教育センターの

Ｗｅｂサイトで実施要項（特に、開始時刻、準備物等）を必ず確認して、研修に臨む。　

  (3) 選択研修（１日間） 

　　  次の①、②の研修講座等の中から、１日間選択する。なお、①、②のうち０．５日の研修を受講する場合

は、２つ受講する、又は０．５日の研修１つとそれに関するレポート【幼　様式(Ｈ)】の提出で、１日の研

修とする。 

　  ①　別紙「校外研修日程一覧表」、「大学・研究機関等研修予定表」、「独自研修予定表」等の選択研修の

うち、幼稚園教諭等が受講できる研修講座 
　　②　総合教育センター等で実施する推薦研修の研修講座 

・保育技術研修会　          　　　：　６月２９日（月）（総合教育センター） 

・幼稚園等マネジメント研修　　　　：　７月２３日（木）（徳島県教育会館）   

・徳島県幼稚園等教育課程研究集会　：　８月　３日（月）（総合教育センター）   
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２　研修講座の申込みと受講について 

(1) 別紙「校外研修日程一覧表」等により研修日を確認し、【幼　様式(Ｃ)】「ミドルリーダー研修（園外・

園内）研修計画書」を作成する。 

(2) 選択研修の申込みと受講可否について 

　①プラント利用者について 

　４月１３日(月)～５月１５日(金)の間に、「全国教員研修プラットフォーム：Plant（プラント）」（以

下、Plantという。）から各自で申込み、管理職に承認依頼をする。（研修講座一覧　ｐ３１を参照。） 

Plantからの申込みの時、研修名のはじめに【ミドル専用】と書かれたものを選択する。 

（なお、共通研修（１）と共通研修（２）、保育専門研修Ⅰ・Ⅱについて、申込みは総合教育センター

のミドルリーダー研修担当、義務教育課幼児教育担当が一括で行う。） 

→申し込んだ講座について、６月１日（月）午前１０時以降に、Plantで受講可否を確認する。 

②プラント非利用者について 

　５月１２日(火)までに【幼　様式（Ｊ）】をメールに添付し、園代表メールアドレスもしくは、管理職

のメールアドレスから申し込む。受講者が複数いる場合は、各園で取りまとめて申し込む。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【送付先】義務教育課　幼児教育担当宛 

メールアドレス：gimukyouiku_1@g.tokushima-ec.ed.jp 

→申し込んだ講座について、受講否となった場合のみ、総合教育センターのミドルリーダー研修担当か 

　　　 ら連絡がある。 

(3) 推薦研修や特別研修、個別申請を要する研修は、各校で取りまとめて報告することになっているので、

受講希望がある場合には、各校の管理職に早い時期に相談すること。 

(4)【幼　様式(Ｅ)】「ミドルリーダー研修園外研修実施報告書」は、受講した講座名を入力又は記入する。

(5)【幼　様式(Ｅ)】「ミドルリーダー研修園外研修実施報告書」は、すべての研修の終了後、所属園の園長

　に入力又は署名してもらうこと。 

(6) 各講座の実施要項については送付しない。Plantの該当研修のページ、又は徳島県保育・幼児教育セン

ターのＷｅｂサイトで実施要項を必ず確認（特に、開始時刻、昼食、準備物、駐車場、受付場所等）し

て、研修に臨む。なお、実施要項の内容が変更になる場合があるため、研修の実施日の数日前に、必ず

最新の実施要項を確認すること。 
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Ⅲ　園内研修 
 

１　園内研修の概要と日数 

　７日間の園内研修は、次の(1)～(3)からなる。 

　園内研修においては、３時間の研修で１日間と数える。３時間を連続して設定しなくてもよい。 

  (1) 所属市町の教員育成指標に基づく自己評価の実施及び研修計画の立案（１日間） 

　　受講者は、所属市町の示す教員育成指標に基づき、【幼　様式(Ａ)】「教員育成指標に基づく自己評価

票」、【幼　様式(Ｂ)】「教員育成指標に基づく自己分析と目標設定」（【特定課題研究テーマ】まで）、【幼

様式(Ｃ)】「ミドルリーダー研修（園外・園内）研修計画書」を作成して園長に提出し、園長の承認を受

ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　(2) 研究保育（３日間） 

①  ３日間の構成は、教材研究及び指導案作成（２日間）＋研究保育及び研究協議（１日間）とする。

　教材研究及び指導案作成は、完了をもって２日間と数える。研究保育及び研究協議は、原則として

同一日に行い、１日間と数える。 

②  留意点 

ア　園外研修の成果を生かして、保育の計画、実践、評価を適切に行う。 

イ　受講者が学級担任をしていない場合には、保育を担当している学級において研究保育を行うもの

とする。 

ウ　研究保育の指導助言には、園長または、当該市町の指導主事等があたる。 

エ　学校訪問及び研究会で行う研究保育を充てることは原則としてできない。ただし、管理職等がそ

の全てを参観し、その後の研究協議で指導助言を行えば研究保育と兼ねることができる。 

オ　研究保育を行うに当たっては、研究の視点をもち、指導力の向上に努める。 

③  研究保育の視点の例 

ア　週案・日案の作成の方法と実際、反省、評価 (記録の意味と幼児理解） 

イ　人権尊重の精神を感性として育む指導 

ウ　幼児との応答（話し方・聞き方・接し方） 

エ　特別な支援を必要とする幼児の指導と学級経営 

オ　音楽や絵画、製作等の教材研究と遊びの充実 

カ　環境教育や地域の自然体験の充実 

キ　遊具・用具等の教材研究と探求心を深める指導 

【管理職による研修計画の承認等と書類の提出】 

  ①  園長は、受講者に期待することや本人の目標達成につながるかどうかを判断して、【幼　様式

(Ｃ)】「ミドルリーダー研修（園外・園内）研修計画書」を承認する。 

　②　受講者の提出した【幼　様式（Ａ）】「教員育成指標に基づく自己評価票」、【幼　様式(Ｂ)】「教

員育成指標に基づく自己分析と目標設定」や、日頃の勤務状況等を勘案して、【幼　様式(Ｄ)】「ミ

ドルリーダー研修事前評価票」及び「ミドルリーダー研修事前評価票・研修計画書送付状」を作

成する。 

　③　【幼　様式(Ｃ)】、【幼　様式(Ｄ)】をＰＤＦデータで提出する。 

　　　【国立・県立・私立幼稚園等】  提出先：県教育委員会 教職員課人材育成担当 

  提出方法：DECO Driveで提出 

        提出期限：令和８年５月２１日（木） 

      【公立幼稚園等】  提出先：市町教育委員会 

 提出方法：メールで提出 

 提出期限：令和８年５月２１日（木）
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ク　動植物との関わり方 

ケ　絵本等の教材研究 

コ　文字に関する興味を高める環境構成   

  (3) 特定課題(幼稚園等活性化プラン)研究（３日間） 

①  特定課題(幼稚園等活性化プラン)の設定 

　受講者は、【幼　様式(Ｂ)】「教員育成指標に基づく自己分析と目標設定」の【園の活性化の視点】

に基づき、本研修を通して取り組む特定課題(幼稚園等活性化プラン)を園長に提示する。園長は、受

講者から提示された特定課題が園の実態等に即しているかを評価し、園を活性化させるための特定課

題研究で取り組む具体的なテーマを承認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  特定課題(幼稚園等活性化プラン)研究の進め方　　 　　 ［ｐ１１【幼　様式（Ｃ）】記入例参照］ 

・特定課題研究の計画作成 

・研究の実践 

・特定課題研究報告書の作成、発表 

受講者は、研究状況の中間報告を行い、研究の実践、報告に関して、園長、副園長等から指導助言を

受ける。  　　　　　　　　　 

③　留意点 

ア　園内研修等の機会に特定課題研究発表を行い、研究成果を全教職員で共有する。その折に、園長、

副園長等の指導助言を受け、次年度の園の活性化に生かすようにする。 

イ　特定課題研究報告書は、各自Ａ４用紙２ページ（両面印刷で１枚）を総合教育センターのミドル

リーダー研修担当に紙媒体で提出する。また、発表会で使用したプレゼンテーションを報告書とし

て提出することも可とする。その場合、スライドの総数は１６枚とし、Ａ４用紙１ページにスライ

ドを４枚印刷して４ページ（両面印刷で２枚）で提出する。 

提出期間：令和９年２月１日（月）～２月１９日（金） 

 

２　園外研修との関連 

(1) 園内研修全般にわたり、園外研修で習得した知識や経験を基に園長等の指導助言を得て、研修を行う。 

(2) 園外研修、園内研修ともに、「素養」、「保育力」、「担任力」、「特別な配慮・支援」、「ＩＣＴの利活用」

が研修の柱であることを踏まえて、研修を行う。 

 

３　研修の振り返り 

４月に作成した【幼　様式（Ａ）】「教員育成指標に基づく自己評価票」、【幼　様式(Ｂ)】「教員育成指標

に基づく自己分析と目標設定」の【自己分析に基づく本年度の目標】に照らし合わせ、年度末に【本年度

の振り返り】を行い、研修の成果と課題を記述する。 

　本年度の研修の成果を次年度からの保育実践にどう生かしていくか、本年度見えてきた課題を今後の保

育実践においてどう解決していくかについて、次のキャリアステージに向けての取組を園長に提出し、園

長の承認を受ける。 

 

【特定課題(幼稚園等活性化プラン)研究テーマ】 

　　自己分析から見えてきた自分のよさや園のよさを踏まえて、今までの園の取組を有効活用する

　ようにする。 

  ア　指導計画、環境設定、保育の方法・展開に関すること 

　イ　園務、幼稚園等教員としての資質に関すること 

　ウ　カウンセリングマインドを生かした保育に関すること 

　エ　幼児教育と小学校教育の円滑な接続・連携に関すること　など 
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　「特定課題研究報告書」、【幼　様式(Ｈ)】「ミドルリーダー研修選択研修レポート」（必要な場合）、【幼

様式(Ａ)】「教員育成指標に基づく自己評価票」、【幼　様式(Ｂ)】「教員育成指標に基づく自己分析と目標

設定」は、園長の承認後、総合教育センターのミドルリーダー研修担当に提出する。なお、【幼　様式(Ａ)】

と【幼　様式(Ｂ)】はＡ４用紙に両面印刷をして提出すること。 

提出期間：令和９年２月１日（月）～２月１９日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【管理職による報告書の確認等と書類の提出】 

  ①  園長は、「特定課題研究報告書」、【幼　様式(Ｅ)】「ミドルリーダー研修園外研修実施報告書」、

【幼　様式(Ｆ)】「ミドルリーダー研修園内研修実施報告書」、【幼　様式（Ｈ）】「ミドルリーダー

研修選択研修レポート」（必要な場合）、【幼　様式（Ａ）】「教員育成指標に基づく自己評価票」、

【幼　様式(Ｂ)】「教員育成指標に基づく自己分析と目標設定」、を承認する。 

　②　受講者の１年間の取組の様子や提出書類等を踏まえ、【幼　様式(Ｇ)】「ミドルリーダー研修事

後評価票」及び「ミドルリーダー研修終了に係る報告書類送付状」を作成する。 

　③　【幼　様式(Ｅ)】、【幼　様式(Ｆ)】、【幼　様式(Ｇ)】をＰＤＦデータで提出する。　 

 　 　【国立・県立・私立幼稚園等】 提出先：県教育委員会 教職員課 

                                   提出方法：DECO Driveで提出 

                                   提出期限：令和９年２月１９日（金） 

      【公立幼稚園等】　　　　     提出先：市町教育委員会 

                                   提出方法：メールで提出 

                                   提出期限：令和９年２月１９日（金）
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Ⅳ　研修の流れ 
【４・５月】 

　教員育成指標に基づく自己評価の実施及び研修計画の立案　〈園内研修の１日間〉  

受講者 ○自己評価の実施、研修計画の作成と園長への提出 

　【幼　様式(Ａ)】「教員育成指標に基づく自己評価票」 

　【幼　様式(Ｂ)】「教員育成指標に基づく自己分析と目標設定」 

　　　　　　　　　 ※【特定課題研究テーマ】までを記入 

  【幼　様式(Ｃ)】「ミドルリーダー研修（園外・園内）研修計画書」

園　長 ○研修計画の承認等と書類の提出 

  【幼　様式(Ｃ)】「ミドルリーダー研修（園外・園内）研修計画書」を承認 

　【幼　様式(Ｄ)】「ミドルリーダー研修事前評価票」及び「ミドルリーダー研修事前評価票・研修

　 　　　　　　　　計画書送付状」を作成 

【提出先】国立・県立・私立幼稚園等：県教育委員会 教職員課人材育成担当　※DECO Driveで提出 

　 　　　 市町村立学校：市町村教育委員会　※メールで提出 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【提出期限】令和８年５月２１日(木)

市　町 ○各園からの【幼　様式(Ｃ)】、【幼　様式(Ｄ)】を確認・承認してオンラインストレージ（DECO)で

教　委 　提出  

【提出先】県教育委員会 教職員課人材育成担当　　　　　　 【提出期限】令和８年５月２８日(木)

県教委 ○各講座の受講者を決定　　　　　　　　　　　　　　　  　  【決定期日】令和８年６月１日(月)

 

【６月】

　園外研修準備 　 

受講者 ○【幼　様式(Ｅ)】「ミドルリーダー研修園外研修実施報告書」を作成

 

【主に６月～１月】

　園外研修　〈総合教育センター等で４.５日間の研修〉 

◇共通研修〈１.５日間：４月・１２月〉　◇保育専門研修〈２日間：７月〉　 

◇選択研修〈１日間：６～１２月〉　

　園内研修　〈園内で管理職等の指導助言を受けて行う研修〉 　

○研究保育〈３日間〉   

  ・教材研究及び保育指導案作成(２日間)＋研究保育及び研究協議(１日間)

○特定課題(幼稚園等活性化プラン)研究 〈３日間〉   

  ・研究計画、課題研究、中間報告、報告書作成　※園内研修等で発表を行う。

                           

【年度末】

　研修成果の評価

受講者 ○研修の振り返りと研修報告書の作成と園長への提出 

 「特定課題研究報告書」、【幼　様式(Ｈ)】「ミドルリーダー研修選択研修レポート」（必要な場

合）、【幼　様式(Ａ)】「教員育成指標に基づく自己評価票」、【幼　様式 (Ｂ)】「教員育成指標に

基づく自己分析と目標設定」、【幼　様式(Ｅ)】「ミドルリーダー研修園外研修実施報告書」、【幼

様式(Ｆ)】「ミドルリーダー研修園内研修実施報告書｣

園　長 ○「特定課題研究報告書」、【幼　様式(Ｈ)】「ミドルリーダー研修選択研修レポート」（必要な場合）、

 【幼　様式(Ａ)】、【幼　様式(Ｂ)】の承認と郵送により提出　 

 【提出先】総合教育センター 教職員研修課　【提出期間】令和９年２月１日（月）～１９日(金)

 ○研修報告書の確認等と書類の提出 

 　【幼　様式(Ｅ)】「ミドルリーダー研修園外研修実施報告書」の確認と報告 

 　【幼　様式(Ｆ)】「ミドルリーダー研修園内研修実施報告書」の承認と報告 

 　【幼　様式(Ｇ)】「ミドルリーダー研修事後評価票」及び「ミドルリーダー研修終了に係る報告書

　類送付状」  

【提出先】国立・県立・私立幼稚園等：県教育委員会 教職員課人材育成担当　※DECO Driveで提出 

　　　　　公立幼稚園等：市町教育委員会　※メールで提出 

【提出期限】令和９年２月１９日(金)

市　町 ○各園からの【幼　様式(Ｅ)】、【幼　様式(Ｆ)】、【幼　様式(Ｇ)】を確認・承認してオンラインスト

教　委 レージ（DECO)で提出 

【提出先】県教育委員会 教職員課人材育成担当 

【提出期限】令和９年２月２６日(金)

県教委 受講者の研究成果物等を公開し、教職員の今後の指導や研修に活用

    　    ※書類を郵送する際は、封筒に「ミドルリーダー研修○○在中」と朱書きすること。





Ⅵ　ミドルリーダー研修で使用する様式について
【幼　様式（Ａ)】

ミドルリーダー研修 記入日

使命感・倫理観

識見・学び続ける力

社会性・
コミュニケーション力

組織マネジメント力

連携・協働力

危機管理力

カリキュラム・
マネジメント力

保育構想力

保育実践力

保育省察力・改善力

幼児理解・指導力

集団づくり力

課題解決力

未来ビジョン育成力

個に応じた指導・支援力

チームによる実践

「やってみたい」「やって
よかった」を育む支援力

Ｉ

Ｃ

Ｔ

の

利

活

用

ＩＣＴを効果的・効率的に
利活用する力

そ
の
他

特 徴 的 な 取 組

１　・　２　・　３

　他の教員等と連携を密にとり、幼児の小さな変化にも気付き、対応できるよう心
掛けている。あらゆる保育の場面で幼児がどのように活動しているか、常に意識し
ている。

【自己評価方法】
  ①所属市町の教員育成指標を参考に、各項目ごとに自分の現状を表すように整理して文章で記入する。
  ②「該当するキャリアステージ」は、現状で一番近いと思われるキャリアステージに○をつける。
　　※ミドルリーダー研修は、 第２ステージ（伸長・充実期）に該当する。市町の示す区分が異なる場合は、
　　　適宜変更して記入する。
  ③特徴的な取組には、日頃の教育活動で、自分が心掛けている取組を具体的に記述する。
　④年度末の振り返りの際、該当するキャリアステージに赤色で○をつける。

１　・　２　・　３

特
別
な
配
慮
・
支
援

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

担
任
力

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

保
育
力

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

素
養

　使命感と情熱をもつとともに、教育公務員としての自覚をも
ち、家庭や地域の信頼を得るように努めている。

１　・　２　・　３

　学び続ける意欲をもち、知見を広げ、物事を的確に判断でき
るように、主体的に研修に取り組んでいる。

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

１　・　２　・　３

担任（歳） 園務分掌

項 目 具体的内容
該当するキャリア

ステージ

教員育成指標に基づく自己評価票

研 修 名 年　　　月　　　日

園 　名 職・氏名

幼50記入例

下の【自己評価方法】① により、２行

程度に簡潔にまとめる。

下の【自己評価方法】② により、

○をつける。各ステージの中間に位

置すると考える場合は「・」で示し

た位置に印をすることも可。

年度末の振り返りの際、赤色で○

を記入する。

各所属の示す育成指標の項目や区分に合わせて変更する。
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【幼　様式（Ｂ)】

【自己分析】　　　　　

○取組を実現するための行動目標
　・研修に積極的に参加して、教材研究をしたり、保育技術を学んだりする。
　・教職員間のコミュニケーションを取り、意識して若手の先生の悩みを聞くようにする。

【本年度の振り返り】 記 入 日 　　　　年　　月　　日

【次のキャリアステージに向けて】

○よさ
・周囲とのコミュニケーションを大切にしている。
・課題解決に向け、園内外と連携を密にしながら、前向きに取り組むことができる。
・何事も工夫して取り組むことが得意である。

○課題
・長期的な見通しをもって行動することが苦手であり、計画を早めに立てていく必要がある。

【自己分析に基づく本年度の目標】

【園の活性化の視点】

・小規模園の特性を生かし、様々な場面で地域と深く関わる場面を設定する。
・園の行事を通して地域を知るなど、地域教材を開発し、地域を巻き込んだ取組を工夫したい。

教員育成指標に基づく自己分析と目標設定

園 名 職・氏名

記 入 日 　　　　 年　　月　　日

幼50
記入例

自己分析から見えてきた自分のよさや園の

実態を踏まえて、今までの取組を有効活用で

きるようにする。

本年度の目標の達成状況や、特定課題研究等の取組に

より、園の活性化にどのように寄与することができたか

等、本年度の取組の成果と課題について記入する。

本年度の研修の成果を今後の教育活動にどのように生

かしていくか、本年度の取組で見えてきた課題に今後ど

のように取り組んでいくか等、長期的な視点で記入する。

具体的な方策を記入する。

【自己分析と目標設定の生かし方】

①自己評価から見えてきた自分のよさや課題を踏まえて、本年度の目標を設定する。

②幼稚園等の実態や自己評価を基に、幼稚園等活性化の視点で考えられる取組を挙げる。

③年度末に、【幼 様式(Ａ)】の「該当するキャリアステージ」を見直した上で目標に照らし合わせた振り返りと、

次のキャリアステージに向けた取組を計画する。

※【幼 様式（Ａ）】、【幼 様式（Ｂ）】は振り返りのために、コピーを個人でも保管すること。

※年度末の振り返りで最後まで記入して提出する。

５月はここまで記入する。
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【幼　様式（Ｃ）】

園外研修計画
月 日

4 6 1 日

12 25 0.5 日

7 21 1 日

7 29 1 日

7 22 1 日

4.5 日

１月 １日
特定課題研究報告書作成

園長
特定課題研究発表会、協議

合計 ７日 ※累計３時間で１日とする。

特定課題研究

【特定課題研究のテーマ】
　　「もっと知りたい、みんなの○○　～つながりを大切にする地域人材の活用～」

５月 ２時間 行事計画と地域人材の洗い出し、交渉等 園長

６月～
１２月

４時間
（準備も
含む）

・防災訓練（９月）
　　親子避難訓練、地元消防団のお話
・もちつきとお話会「むかしのお正月」（１２月）
　　地元の△△との連携

副園長

１日 研究保育、研究協議 園長
研究保育

６月 １日 指導案作成・教材研究 副園長

７月 １日 指導案の検討、教材研究 副園長

９月

立案
４月 ２時間 自己評価の実施及び研修計画の立案 園長

５月 １時間 特定課題研究のテーマ決定、打合せ 副園長

合　　計

園内研修計画
期　日 日数等 研修内容 指導者

保育専門研修

保育専門研修Ⅰ
〈指導計画・指導案の作成〉 総教センター

保育専門研修Ⅱ
〈今日的課題解決のためのスキルアップ・模擬保育〉 総教センター

選択研修

子どもの命と心を守るためのリスクマネジメント 総教センター

研修の種類 日　数 講座名等 場　所

共通研修
共通研修（１） 総教センター

共通研修（２） 総教センター

ミドルリーダー研修（園外・園内）研修計画書

園 名 園長氏名

受講者職・氏名 園務分掌等

園の活性化の視点を取り入れて、

これまでの園の取組等を有効活用

する。

幼50

記入例
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【幼　 様式（Ｄ）】 
    

  記入例  

 
ミドルリーダー研修事前評価票 

   

園　 名 園長氏名  
  　　　　　         　　   　　 

受 講 者
                                                                      

職・氏名
   

 ５つの柱 資　質　･　能　力

 
素　養

 社会性・コミュニケーション力 

 本園の人権教育推進役として活躍してほしい。

  保育実践力 
 保育力 最新の知見に基づいた保育技術や指導方法を活用し、保育を展開
 するとともに、若手教員に助言してほしい。　

評価項目

担任力
 集団づくり力 

幼児一人一人の個性を生かした集団づくりを期待する。

特別な配慮・

支援

ＩＣＴの 

利活用

   

園長所見
  ※受講者の研修計画等を踏まえ、園組織の中で期待する役割について 

　 具体的に記述する。

 

ミドルリーダー研修事前評価票・研修計画書送付状
 

　　　　　　　　　　　教育委員会教育長　殿 

 

　  令和８年度「ミドルリーダー研修事前評価票」及び【幼　様式（Ｃ）】「ミドルリーダー 

　研修（園外・園内）研修計画書」を送付します。 

 

   　　　　　年　　月　　日 

 

                     　　　　　　　　　　　　　　　園長　　　　　　　　　　  

 

　　徳島県教育委員会教育長　殿 

 

　　令和８年度「ミドルリーダー研修事前評価票」及び【幼　様式（Ｃ）】「ミドルリーダー 

　研修（園外・園内）研修計画書」を承認しましたので、送付します。  

 

    　　　　　年　　月　　日        

 

                     　　　　　　　　　教育委員会教育長　　　　　　　　　　 

幼50

所属市町の教員育成指標の示す５つの柱それぞれの資質・能力に

ついて、本年度重点を置いてほしい内容をそれぞれ１つ、具体的に記

入する。

所属市町の教員育成指標の項目に合わせて変更する。



【幼　様式（Ｅ）】

月 日

4 6 1 日

12 25 0.5 日

7 21 1 日

7 29 1 日

8 △ 1 日

4.5 日

上記の通り、ミドルリーダー研修園外研修を実施したことを報告します。

令和 年 月 日

園長

合　　計

保育専門研修

保育専門研修Ⅰ〈指導計画・指導案の作成〉
総教センター

保育専門研修Ⅱ〈今日的課題解決のための
                スキルアップ・模擬保育〉

総教センター

選択研修

中央こども女性相談センター 徳島学院

研修の種類 日　数 講座名等 場所

共通研修

共通研修（１） 総教センター

共通研修（２） 総教センター

ミドルリーダー研修園外研修実施報告書

園　名 園 長 氏 名

受講者職・氏名

最終的に受講した日数を記入する。

幼70
記入例
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【幼　様式（Ｆ）】

月 日

4 9

5 7

5 29

6 5

6 11

7 9

9 24

5 8

7 10

9 4

11 13

12 11

1 8

2 1

7 日

上記の通り、ミドルリーダー研修園内研修を実施したことを報告します。

令和 年 月 日

１時間 特定課題研究発表会、協議 園長

合　計 ※累計３時間で１日とする。

園長

１時間
「もちつきとお話会」に関する記録と整理
（今後の活用法の検討）

園長

２時間 特定課題研究報告書作成 園長

「避難訓練」計画・準備（交渉） 副園長

１時間 「避難訓練と地域の方のお話」に関する記録と整理 副園長

１時間 「もちつきとお話会」計画・準備（交渉等） 園長

9 25 ２時間
研究保育、研究協議
（視点）幼児の意欲を高め、人と関わる力を育む環境の構
成と評価

園長

特定課題研究

２時間 行事計画と地域人材の洗い出し、交渉等 園長

１時間

２時間 教材作成 副園長

１時間 保育準備 副園長

研究保育

２時間 教材研究、指導案作成 副園長

１時間 教材研究、指導案作成 副園長

１時間 指導案の修正、教材作成 副園長

立　案

２時間 自己評価の実施及び研修計画の立案 園長

１時間 【特定課題研究のテーマ】の決定と研修計画立案 園長

ミドルリーダー研修園内研修実施報告書

学 校 名 受講者職・氏名

日数等 研修内容 指導者

取組等を通して得られたこ

とを、ミドルリーダーとして

今後の活動に生かしていくた

めに行ったことなど。

幼50

記入例

- 14 -
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【幼　 様式（Ｇ）】    

  記入例  
 

ミドルリーダー研修事後評価票 

   

   園　 名 園長氏名

  　　　　　         　　   　　 

受 講 者
                                

職・氏名
                                         

                               

 ５つの柱 資　質　･　能　力 達成状況

 
素　養

 社会性・コミュニケーション力 
３

 

 本園の人権教育推進役として活躍してほしい。

    保育実践力

 保育力 最新の知見に基づいた保育技術や指導方法を活用し、保育を展  ２ 

評価項目
 開するとともに、若手教員に助言してほしい。

 
担任力

 集団づくり力 
４

 

幼児一人一人の個性を生かした集団づくりを期待する。

特別な配慮・

支援

ＩＣＴの 

利活用

  ※特定課題研究の取組状況や研究の成果が、次年度の幼稚園運営に生かせるものであっ

園長所見 　 たか、受講者の資質・能力がどのように向上したか等、今後の期待等も含めて簡潔に

　 記述する。

 

ミドルリーダー研修終了に係る報告書類送付状 

 

　　　　　　　　　　　教育委員会教育長　殿 

 

  　令和８年度ミドルリーダー研修の終了にあたり、「ミドルリーダー研修事後評価票」、【幼　様式(Ｅ)】

　「ミドルリーダー研修園外研修実施報告書」及び【幼　様式(Ｆ)】「ミドルリーダー研修園内研修実施

　報告書」を送付します。 

　 

　　　　　　　年　　月　　日 

 

                    　　　　 　　　　　　　　　　　園長　　　　　　　　　　 

 

　　徳島県教育委員会教育長　殿 

 

　　令和８年度ミドルリーダー研修の終了にあたり、「ミドルリーダー研修事後評価票」、【幼　様式(Ｅ)】

　「ミドルリーダー研修園外研修実施報告書」及び【幼　様式(Ｆ)】「ミドルリーダー研修園内研修実施報

　告書」を承認して、送付します。 

　 

　　　　　　　年　　月　　日 

 

         　     　 　　　　　　　　　　教育委員会教育長　　　　　　　　　　  

幼50

達成状況を４段階で評価する。

４ 十分達成できた ３ 概ね達成できた

２ やや課題が残る １ 努力を要する

事前評価票に記載したものを転記する。
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【幼　 様式(Ｈ)】 

ミドルリーダー研修選択研修レポート 

 所　属 受講者氏名 受講者番号

研修名

１　研修の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０字×１５行以上

２　研修で学んだことを、園内でどのように活用するか 
（自園の状況に当てはめて実施可能なことや、すぐに実施が困難であれば、その対応などを記述
　する。）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０字×１５行以上

 ※レポート１つにつき、０．５日分の受講とする。作成したレポートを管理職に提出し、確 

　 認を受けること。 
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【幼　 様式(Ｉ)】 

 

ミドルリーダー研修受講延期願 

                                                 

園 　 　 　 名
 

    

                             
 受　 講　 者 

 職 ・ 氏 　 名

  
  
  
  

 次年度以降の  
  

 受講を希望す  
  

 る理由  
 
  　以上の理由により、令和８年度受講から次年度以降の受講への 
　変更を希望します。 

 
　　　　　　　　　　　教育委員会教育長　殿 
 
　　上記の理由により、令和８年度の受講が困難と判断されますので、次年度以降に 
　受講させてくださるようお願いします。 
 
　　　　　　　年　　月　　日 
 
             　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園長　　　　　　　　　　  

 
　　徳島県教育委員会教育長　殿 
 
    　　　　　　　　　 園長からの願のとおり、次年度以降に受講することが適当 
  であると判断します。 
 
　　　　　　　年　　月　　日 
 
           　　　　  　　　　　　　　　教育委員会教育長　　　　　　　　　　  

  
  摘　要　欄 　　　　　年度受講とする。

 
①  公立幼稚園及び公立幼保連携型認定こども園長は、市町教育委員会又は児童福祉担当部

局へ提出する。 
②  市町教育委員会又は児童福祉担当部局は、次年度以降の受講が適当と判断した場合は、

承認の上、徳島県教育委員会教職員課へ提出する。 
③　国立幼稚園長等は、徳島県教育委員会教職員課へ提出する。 
④　摘要欄は、徳島県教育委員会で記入する。 
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　       保存すべき文書等 

 

　　　各園においては、研修の実績に基づいて文書等の整備及び保管に留意すること。 

 

　　　(1)　保存すべき文書等 

　　　　①【幼　様式(Ａ)】「教員育成指標に基づく自己評価票」の写し 

　　　　②【幼　様式(Ｂ)】「教員育成指標に基づく自己分析と目標設定」の写し 

 　　　 ③【幼　様式(Ｃ)】「ミドルリーダー研修（園外・園内）研修計画書」の写し　 

　　　  ④【幼　様式(Ｄ)】「ミドルリーダー研修事前評価票」及び「ミドルリーダー研修・事前評価

　　　　　　票・研修計画書送付状」の写し 

　　　  ⑤【幼　様式(Ｅ)】「ミドルリーダー研修園外研修実施報告書」の写し 

　　　　⑥【幼　様式(Ｆ)】「ミドルリーダー研修園内研修実施報告書」の写し 

　　　　⑦【幼　様式(Ｇ)】「ミドルリーダー研修事後評価票」及び「ミドルリーダー研修終了に係る

　　　　　　報告書類送付状」の写し 

　　　　⑧「研究保育の指導案」 

　　　　⑨「特定課題研究報告書」 

 

　　　(2)　保存期間 

 　　    　５年間 

 

※書類を郵送する際は、封筒に「ミドルリーダー研修○○在中」と朱書きすること。 
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